
企画説明・司会 木下 資一 （神戸大学名誉教授）

「近世の絵地図に描かれた歴史地理的世界観」
小野田 一幸（神戸市立博物館学芸課長）

「御伽草子『御曹司島渡り』の世界観」
石川 透 （慶應義塾大学教授）

「『ガリバー旅行記』の背後にある世界観－日欧の交流－」

原田 範行 （慶應義塾大学教授）
《小休憩》

質疑応答・自由討論

閉会の辞 16時50分 鵜野 祐介（学会事務局・立命館大学教授）

参加：説話・伝承学会事務局 鵜野祐介（y-uno@fc.ritsumei.ac.jp）まで、
12月26日（日）までにお申込みください。ZOOM入室用サイトをご連絡い
たします。

説話・伝承学会主催 神戸大学国際文化学研究推進センター共催

説話・伝承学会2021年度冬季大会

日時：2022年1月９日（日）10時～17時
☆オンライン（ZOOM）開催、参加無料（事前申込制）

開会の辞 10時 木下 資一 （大会事務局・神戸大学名誉教授）

研究発表１．10時10分～10時50分
「『平家物語』から見たジェンダー表象」

ヘバタッラー オマル （名古屋大学大学院博士後期課程生）

研究発表２．10時55分～11時35分

「『宗源神道根元式』の浄土神楽説について」
星 優也 （池坊短期大学専任講師）

《昼食・休憩》

シンポジウム

「絵地図に描かれた空想の島々と伝承文学」
13時～16時50分


